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道南日本海のスルメイカの漁況と来遊状況の変化について 

道総研 函館水産試験場 調査研究部 

澤村 正幸 

調査船 金星丸 

スルメイカの回遊 

産卵海域 

道南日本海は秋生まれ群
が来遊の为体で、一部冬生

まれ群が混じる 

秋生まれ群 

(9～12月) 

冬生まれ群 

(1～3月) 

局地的な漁況には、資源
量のほか漁場形成の良否
が大きく関わってくる 
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•漁期前半の６～９月が年間漁獲量の大部分を占める 

•檜山・松前での漁獲のピークは７月となる年が多い 

道南日本海における時期別スルメイカ漁獲量 
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漁獲の为体となるのは北上期の秋生まれ群 
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2012(H24)年5月スルメイカ北上期調査
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2013年日本海調査船調査でのスルメイカ分布 

•群の分布の中心は沿岸寄り 

•海域全体の平均分布密度は過去の調
査に比べ低く、特に後志海域で低い傾
向が見られた 

•50ｍ水深では６月まで水温は低く、沖
合から冷水が岸近くまで張り出す 

６月 ８月 

５月 

●は漁獲調査点を示し
大きさはCPUE（釣り機
１台１時間あたり漁獲
尾数）に比例 

等温線は50m層の水温 
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2013年日本海調査船調査での魚体サイズ組成 

•全体的な魚体サイズは、
５月は昨年及び過去５年
平均並み。６、８月は昨
年より小さい 

•６月、８月は体長のばら
つきが大きい傾向が見ら
れた 

•８月は６月より小型化 

生まれ時期の早い大型の群は通過し、代わって生まれ時期の遅
い小型個体の群が来遊したと考えられる。 

5月秋田～松前沖
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8月松前～檜山沖
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6月檜山～後志沖
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９月25日現在までの道内日本海地域別漁獲量 

宗谷日本海（前年比65%） 

石狩・後志（前年比31%） 

檜山（前年比75%） 

•留萌を除き前年をやや下回る
海域が多い 

•石狩・後志は前年及び平年を大
幅に下回る 
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留萌（前年比113%） 
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（道漁連集計値） 
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過去10年の道内海域別スルメイカ漁獲量の変化 

宗谷日本海
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道南海域の漁獲は減少、道東・
オホーツク海での漁獲は増加 

道内日本海の漁獲量と为要港の延べ出漁隻数の変化 

漁獲量の減少は出漁隻数の減少傾向とかなり一致 
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ただし、出漁隻数の減少で全てが説明できるわけではない。 

2008年以降、出漁隻数は横ばいの状態が続くが、漁獲量は減少。 
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近４年の表面水温偏差の推移 

5月 

下旬 

2013 2010 2011 2012 

6月 

中旬 

7月 

中旬 

道南海域では、来遊初期は低水温、来遊後に急速に水
温上昇となる年が多かった。 

気象庁HPより引用 

水温と道南でのスルメイカ漁場形成期間（模式図） 

過去の標準的な水温の動き 

スルメイカにとって
の適水温 

春 夏 秋 

漁場形成 

春 夏 秋 

2010年以降続いている傾向 

•夏～秋は長期間高水温が続き、冬は低水温 

•水温の上昇・下降が急速に進む 

スルメイカにとって
の適水温 

高 

低 

高 

低 
•夏枯れの長期化 

•夏、秋の盛漁期の短縮 
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夏～秋の高水温が漁況に与える影響 

2012年９月の表面水温（平年差） 

①特に太平洋側で回遊範囲
が北に伸びる 

②太平洋の群の一部がオホ
ーツク海に移動 

① 

② 

④道南では南下群の来遊が
遅れる 

④ 

産卵海域 

⑤産卵海域への南下も遅れ
る→翌年の発生時期の
遅れにもつながる 

③晩秋に羅臼周辺で豊漁 

（太平洋からの群が为体） 

③ 

⑤ 

気象庁HPより引用 

過去10年の５月日本海北上期調査での魚体
サイズの変化 
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過去10年間に、北上期日本海スルメイカの小型化と
来遊の遅れが同時に進んでいる 

生まれ時期が過去に比べ遅くなってきているのではないか 


